
第５学年 算数科学習指導案 
日 時 １０月１５日（金）第５校時 
場 所 ５年生教室 
授業者 Ｔ１：小林 一隆 

                                    Ｔ２：小森 明美 
 
１ 単元名  小数でわる計算 
 
２ 指導の立場 
 本単元の構成と「学習指導要領」との関連は，次のようになっている。 
Ａ（３）小数の乗法，除法 
（３）小数の乗法及び除法の意味についての理解を深め，それらを用いることができるようにする。 
  ア 乗数や除数が整数である場合の計算の考え方を基にして，乗数や除数が小数である場合の乗法及

び除法の意味について理解すること。 
  イ 小数の乗法及び除法の計算の仕方を考え，それらの計算ができること。また，余りの大きさにつ

いて理解すること。 
  ウ 小数の乗法及び除法についても，整数の場合と同じ関係や法則が成り立つことを理解すること。 
本単元の主なねらいは，除法の意味の拡張や筆算形式を理解することである。つまり，除数が小数の場合

でも，除数が整数の場合と同様に除法が用いられることや，計算方法については整数で割る除法に帰着すれ

ば既習の計算方法が使えることなどを理解させていくことを目指している。 
既習の計算方法が十分に身についていない児童には，整数÷ 整数に立ち戻り計算原理や方法を十分に理解

させ，小数の除法ができるよう丁寧な指導に心掛けたい。また，実際の大きさのテープ図等を提示すること

で，あまりの小数点の位置を正しく理解できるよう配慮していきたい。 
 
３ 研究内容にかかわって 

自らの考えをもち，主体的に学ぶ児童の育成 
～算数科の授業における一人一人が輝く授業を目指して～ 

（１）一人一人が学びたい考えたいと主体的にとらえる導入 
  ①掲示や既習内容の活用 

・学んだことを生かして本時の課題を解決できるよう，本単元の既習内容を明らかにした側面掲示を準

備する。 
  ②五感に訴える教材教具の活用 
   ・実物大のテープ図を提示することで，問題の意味を視覚的に捉えられやすいようにするとともに，そ

の縮小版を準備することで，テープ図を用いて個人追究したい児童が，課題解決に取り掛かりやすい

ようにする。 
 
（２）自ら考え，自ら問題解決する個人追究のあり方 
  ①個に応じた指導・援助 

・筆算の方法の理解が不十分な児童には，「10倍すると小数点の位置がどのように動くか」と尋ね，小
数のしくみについて既習内容をもとに小数点の位置に着目して考えられるようにする。（Ｔ１） 
・テープ図がうまく使えない児童に対しては，実物大のテープ図を準備し，実際に切る操作を通して，

２ｍではなく，0.2ｍがあまることを理解できるように援助する。（Ｔ２） 
 
（３）確かな課題解決に向けた交流のあり方 
  ①操作・図・言葉でつなぐ話し合い 
   ・自分の考えを確かにしたり，多様な考え方に触れたりするために，ペア交流を位置付ける。相手に自

分のノートを指しながら，自分の言葉で説明するとともに，質問し合うことで自分の考えをより確か

なものにできるようにする。 
  ②ねらいに迫るための交流のあり方 

・「筆算で残った２は何を示しているのでしょう。」や「筆算ではあまりは２になっているね。」と問い

かけたり切りかえし発問したりすることで，小数÷ 小数の筆算であまりがある場合，あまりの小数

点はわられる数のもとの小数点にそろえてうてばよいことに気付くことができるようにする。 

 
 



４ 単元の目標 
 （１）小数でわることの意味を理解し，除法の意味の拡張に関心を深め，有効に活用しようとする意欲をも

つ。 
（２）除法の意味を拡張し，除数が小数の場合でも，除法が用いられることをテープ図や数直線などを用い

て理解し，立式することができる。 
（３）除数が小数の場合の計算原理や方法を理解し，筆算で計算することができる。 
（４）小数の除法について，除数の大きさから商と被除数の大小関係を判断することができる。 
（５）小数÷ 小数の除法におけるあまりの意味を理解し，商とあまりを求めることができる。 
（６）小数÷ 小数の除法の商を四捨五入して概数で求めることができる。 
（７）ある数量の小数倍の大きさを求めるときに，小数の乗法が適用されることを理解する。 
（８）小数倍やもとにする量を求めるときに，小数の除法が適用されることを理解する。 

 
５ 単元指導計画（全１３時間） 
小単元 時 ねらい 学習課題 評価規準 評価方法 

１ 

除数が帯小数の場合でも，除法の式

に表すことができることを理解し，

その計算方法を見出すことができ

る。 

96÷ 2.4 の計算

方法を考えよう。 

小数のしくみや計算のきまり

をもとに考え，整数÷ 帯小数を

解いている。（考） 

ノート 

発言 

２ 

除数が純小数の場合でも，除法の式

に表すことができることを理解し，

その計算方法を見出すことができ

る。 

48÷ 0.8 の計算

方法を考えよう。 

小数のしくみや計算のきまり

をもとに考え，整数÷ 純小数を

解いている。（考） 

ノート 

発言 

整数÷ 小数 

３ 
計算原理に基づいて，整数÷ 小数を

筆算で計算することができる。 

整数÷ 小数を筆

算で計算できる

ようにしよう。 

整数÷ 小数の計算が筆算でで

きる。（表） 
ノート 

発言 

４ 
小数÷ 小数の式表示と計算原理や

方法を理解し，立式したり筆算で計

算したりすることができる。 

小数÷ 小数を筆

算で計算できる

ようにしよう。 

小数÷ 小数の意味，計算原理，

方法，筆算のしかたがわかる。

（知） 

ノート 

発言 

小数÷ 小数 

５ 

小数でわる除法でわりきれるまで

わり進む筆算のしかたを理解し，小

数でわる計算の筆算のしかたをま

とめることができる。 

小数でわるわり

算を，筆算でわり

きれるまでわり

進めよう。 

小数でわる除法で，わり切れる

までわり進む筆算の計算がで

きる。（表） 

ノート 

発言 

商の大きさ ６ 

小数でわる除法で，除数が１より大

きいか，１より小さいかにより，商

と被除数の大小関係を見分けるこ

とができる。 

わる数をもとに

して，商と割られ

る数の大小の見

分け方を考えよ

う。 

除数が１より大きいか，１より

小さいかに気付き，商と被除数

の大小関係を考えている。（考） 
ノート 

発言 

あまりのある 

７ 

本

時 

あまりのある小数÷ 小数の計算で

は，あまりはもとになる小数のいく

つ分と考えればよいことに気付き，

商とあまりを求めることができる。 

あまりのある小

数÷ 小数の計算

のしかたを考え

よう。 

小数÷ 小数のあまりは，もとに

なる小数のいくつ分になるの

かを考え，商とあまりを求めて

いる。（考） 

ノート 

発言 

わり算 
８ 

小数でわる除法で，商を四捨五入し

て，１０分の１の位までの概数で求

めることができる。 

商を四捨五入し

て１０分の１の

位まで求めよう。 

小数でわる除法で，商を概数で

表すことができる。（表） 
ノート 

発言 

９ 
ある数量を小数倍した大きさを求

めるときには，小数の乗法が適用さ

れることを理解することができる。 

小数倍した大き

さを求めよう。 

小数倍にあたる大きさを求め

るときに，小数の乗法が適用さ

れることがわかる。（知） 

ノート 

発言 

10 
基準量が小数で表されているとき

何倍かを求めるのに，小数の除法が

適用できることを理解する。 

もとになる小数

の何倍になるか

求めよう。 

小数倍を求めるときに，小数の

除法が適用されることがわか

る。（知） 

ノート 

発言 

小数倍と 

かけ算，わり算 

11 
倍を表す数が小数のとき基準量を

求めるのに，小数の除法が適用され

ることを理解することができる。 

□の入ったかけ

算から，□の値を

求めよう。 

もとにする量を求めるときに，

小数の除法が適用されること

がわかる。（知） 

ノート 

発言 

練習 12 

小数のわり算の考え方を活用して，

問題を解決することができる。 

まとめの問題を

解いて，学習して

きたことを確か

めよう。 

小数のわり算の計算原理を用

いて，正しく計算できる。（表） ノート 

発言 

コース別学習 13 
学習内容の適応習熟を図ることが

できる。 

自分の課題を見

つけて解決しよ

う。 

「小数のわり算」に興味・関心

をもち，進んでそれらを調べよ

うとしている。（関） 

ノート 

発言 

 



６ 本時のねらい 
あまりのある小数÷ 小数の計算では，あまりはもとになる小数のいくつ分と考えればよいことに気付き，

商とあまりを求めることができる。 
 

７ 本時の展開 

 ねらい 学習活動 一人一人が輝く授業づくり 

つ
か
む 

問題文を読み，

本時の学習課題を

つかむことができ

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
課題解決の見通

しをもつことがで

きる。 

１ 小数÷ 小数の筆算の仕方を確認する。 
 ・わる数の小数点を右に移して，整数にする。 
 ・わられる数の小数点も，同じけた数だけ右に移す。 
 ・商の小数点は，移した小数点にそろえてうつ。 
２ 問題の内容をとらえ，前時との違いを見つけて，

本時に考えたいことを明確にする。 
 
 
 
 
・分かっていることは，3.2ｍのひもを 0.6ｍずつ切ること。 

・聞いていることは，0.6ｍのひもが何本切り取れて，何ｍ

あまるか。 

・前時まではわり切れたが，本時はあまりが出る。 

・式は，0.6ｍのひもが何本切り取れるかだから，3.2÷ 0.6。 
 
 
３ 課題解決の見通しをもつ。 
・テープ図で考えたい。 ・筆算で求められる。 

・学んだことを生かして本

時の課題を解決できる

よう，本単元の既習内容

を明らかにした側面掲

示を準備する。 
 

 

・3.2ｍと 0.6ｍのひもを

準備することで，本時の

課題をとらえやすくす

る。 

 

T2：立式できていることを

確認する。 

 

T1：見通しをつぶやかせ

る。 

考
え
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

深
め
る 

小数÷ 小数の商

とあまりの計算の

仕方を考えること

ができる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
小数÷ 小数の筆算

で，あまりがある場

合，あまりの大きさ

は，もとになる小数の 

いくつ分になるのか

を考えれば求められ

ることに気付くこと

ができる。 

４ 自分の考えをもつ。（個人追究） 
①テープ図を使って考える。 

3.2ｍ 

 

0.6ｍ 0.6ｍ 0.6ｍ 0.6ｍ 0.6ｍ 
0.2

ｍ 

A．5本取れて 0.2ｍあまる 

②0.1をもとにして考える。 
3.2は 0.1の 32個分，0.6は 0.1の 6個分 

3.2÷ 0.6＝（3.2×10）÷ （0.1×10） 

＝32÷ 6＝5･･･2 

2は 0.1が 2つ分の 2だから，0.2ｍあまる。 

A．5本取れて 0.2ｍあまる 

③筆算で考える。 

 5 

0.6 3.2 ･･････0.1の 32個分 

      3 0  

          2 ･･････0.1の 2個分 

だからあまりは 0.2ｍ。  A．5本取れて 0.2ｍあまる 

・自分の考えを仲間に説明して理解を深めるとともに

図や式とをつないで話す。(ペア交流) 

５ あまりは 0.1 のいくつ分と考えればよいことを

確認する。（集団追究） 
T1：筆算で残った 2は何を示しているのでしょう。 

 Ｐ：0.1ｍが 2つ分あまっていること。 

 T1：でも，筆算ではあまりは２になっているね。 

Ｐ：筆算では，あまりの小数点はわられる数のもとの小数点

にそろえれば，0.1が 2つ分あまることになる。 

T1：筆算の方法の理解が不

十分な児童 
・「10倍すると小数点の位置が

どのように動くか」と尋ね，

小数のしくみについて既習

内容をもとに小数点の位置

に着目して考えられるよう

にする。 

 

T2：テープ図が使えない児

童（お助けコーナー） 
・実物大のテープ図を準備し，

切る操作を通して，2ｍでは

なく，0.2ｍあまることに気

付けるようにする。 

 

 

 

T1：あまりのある小数÷ 小

数の計算の筆算の仕

方を確かめる。 
 

 

 

 

ま
と
め
る 

本時の学習をま

とめ，練習問題で

確認することがで

きる。 

６ 本時のまとめをする。 
 
 
 
 
７ 練習問題をする。 
・5.2ｍのひもを，0.7ｍずつ切ると，何本切り取れて何ｍあ

まるか，筆算で求めよう。 

 

 

 

 

T1：練習問題を本時の課題

に近いものにして提

示する。 

あまりのある小数÷ 小数の計算のしかたを考えよう。 

あまりのある小数÷ 小数は，いくつ分に分け

られるかを計算し，あまりは，もとになる小数

のいくつ分になるのかを考えればよい。 

3.2ｍのひもを，0.6ｍずつ切ってアクセサリ

ーをつくります。0.6ｍのひもは何本切り取れる

でしょう。また，何ｍあまるでしょう。 

≪評価規準≫ 
小数÷ 小数のあまり

は，もとになる小数の

いくつ分になるのかを

考え，商とあまりを求

めている。（考） 


